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前回の協議会からの使用済燃料対策の主な進捗状況

取組 会社名 主な進捗内容

使用済燃料対策
ロードマップ

関西電力

➢ 使用済燃料対策ロードマップの見直し
✓ 再処理工場の再処理開始時期等および、使用済燃料の搬出量を

更新。
✓ 使用済MOX燃料の再処理実証研究における使用済燃料の搬出容

量枠の追加を更新。

乾式貯蔵施設

東北電力

➢ 乾式貯蔵施設の設置
✓ 2025年3月に設置変更許可申請に係る審査書案がとりまとめられた。
✓ 1棟目：2028年3月、2棟目：2032年6月の運用開始に向けて

取り組んでいく。

四国電力
➢ 乾式貯蔵施設の設置
✓ 2025年7月の運用開始に向けて取り組んでいく。

九州電力
➢ 乾式貯蔵施設の設置
✓ 2024年6月に設工認を申請。
✓ 2027年度の運用開始に向けて取り組んでいく。

中間貯蔵施設

東京電力HD ➢ 中間貯蔵施設
✓ 2024年11月にRFSの事業開始。
✓ 2025年1月に2025~2027年度のRFSの貯蔵計画を届出。日本原電

中国電力
➢ 中間貯蔵施設
✓ 2023年8月より、可能性調査として、文献調査を実施中。
✓ 2024年4月より、ボーリング調査を開始。11月に掘削作業完了。

➢ 前回の協議会からの使用済燃料対策の主な進捗内容については、次回の使用済
燃料対策推進計画の更新に反映
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関西電力 使用済燃料対策ロードマップ 2



関西電力 使用済燃料対策ロードマップ 3



東京電力HD・日本原子力発電 中間貯蔵施設 4

➢ 2024年11月、RFSの事業開始

➢ 2025年1月、RFSが2025~2027年度の貯蔵計画を原子力規制委員会に届出

貯蔵量

BWR 1基（12トン）

PWR －

搬入量

2025年度 2026年度 2027年度

BWR 2基（24トン） 5基（60トン） 6基（69トン）

PWR － － 1基（10トン）

搬入量

BWR 1基（12トン）

PWR －

＜施設の概要＞
（施設名）リサイクル燃料備蓄センター
（所在地）青森県むつ市
（運営会社）リサイクル燃料貯蔵株式会社
（設立）2005年11月、東京電力HDと

日本原子力発電により設立
（貯蔵方式）乾式貯蔵方式
（貯蔵容量）最大貯蔵能力約3,000トン、

乾式キャスク288基
                 （最終的な貯蔵量：5,000トン）
（事業開始）2024年11月

＜操業状況：2024年度末時点＞
（2024年度搬入実績）

（貯蔵状況）

（2025年度以降の搬入計画）

【推進計画に追加：発電所敷地外施設（中間貯蔵施設）の操業状況】
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